
先祖を送る火
（8月16日 見高浜にて）
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私たちは「町の遺跡について調べよう」をテーマに特集

をすることにしました。町で遺跡の発掘調査をしている人

に取材をしたり、実際に発掘体験をしたりして町内の遺跡

のことを調べました。今まで知らなかった遺跡のことがい

ろいろと分かりました。ぜひ読んでみてください。

２０１６子ども広報協力員特集

「河津町遺跡発掘大特集！！」
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た
ち
は

河
津
町
役
場
で
遺

跡
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
小
野

英
樹
さ
ん
に
発
掘
の
作
業
に
つ
い

て
取
材
し
ま
し
た
。
作
業
の
こ
と

で
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
質
問
し
ま
し
た
。

Ｑ
１
．
発
掘
を
す
る
理
由

な
ぜ
、
発
掘
す
る
の
か
を
聞
く
と
、
遺
跡
が
工
事
を
す
る
と
壊
れ
て
し
ま
う
た
め
、
工

事
す
る
前
に
発
掘
調
査
を
し
て
記
録
保
存
を
す
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

Ｑ
２
．
発
掘
を
し
て
出
て
く
る
も
の

発
掘
し
て
、
ど
の
よ
う
な
物
が
出
て
く
る
の
か
を
聞
き
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
が
使
っ

た
土
器
・
ま
が
玉
や
鏡
な
ど
だ
そ
う
で
す
。

Ｑ
３
．
発
掘
作
業
を
す
る
人
に
つ
い
て

作
業
を
し
て
い
る
人
は
１
日
ど
の
く
ら
い
作
業
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
１
日
７
時

間
で
休
憩
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
た
く
さ
ん
の
も
の
が
出
て
き
て
、
昔

の
こ
と
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

作
業
は
遺
跡
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
今
、
分
か
っ
て
い
る
昔
の
情

報
は
発
掘
作
業
を
行
っ
て
出
て
き
た
物
を
調
べ
る
こ
と
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

作
業
の
こ
と

今
回
発
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
姫
宮
遺
跡
。
縄
文
時
代
～
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡

で
す
。
現
在
の
、
南
小
学
校
の
周
辺
に
あ
り
、
当
時
の
ム
ラ
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
遺
跡
は
、
川
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
何
度
も
洪
水
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
生
活
が
便
利
だ
っ
た
の
で
、
何
度
も
住
み
続
け
た
そ
う
で
す
。

昔
調
査
し
た
遺
跡
は
、
と
に
か
く
い
っ
ぱ
い
土
器
や
石
器
な
ど
が
出
て
、
水
辺
の
お
祭
り

を
し
て
い
た
所
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
科
学
分
析
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
見
高
の
段
間
遺
跡
で
は
神
津
島
か

ら
黒
曜
石
を
運
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
当
時
は
多
く
の
地
域
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て

大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
姫
宮
遺
跡
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
町
内
の
遺
跡
で
は
、
土
器
に
文
字
を
書
い
て
い

た
も
の
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
・
住
人
の
こ
と

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
小
野
さ
ん
の
説
明
の
中
で
、

土
器
の
中
に
は
文
字
の
書
か
れ
た
土
器
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

書
か
れ
て
い
る
内
容
は
主
に
、
縁
起
の
い
い
言

葉
や
、
お
ま
じ
な
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な
み

に
河
津
町
の
中
で
見
つ
か
っ
た
の
は
春
蔵
遺
跡
と

は
ん
の
く
ら

い
う
遺
跡
で
、
文
字
の
書
か
れ
た
土
器
の
こ
と
を

墨
書
土
器
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

ぼ
く
し
ょ
ど
き

二
つ
目
は
、
河
津
町
に
あ
る
遺
跡
な
ど
の
数
で

す
。
小
野
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
河
津
町
は
遺
跡

が
六
十
ヵ
所
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。
昔
、
河
津
町

が
ど
れ
だ
け
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
の
か
を
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
発
掘
調
査
を
し
て
い
る
理
由
の
こ
と

で
す
。
私
た
ち
は
、
は
じ
め
、
ど
う
し
て
遺
跡
を

調
査
し
て
い
る
の
か
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
小
野
さ
ん
が
遺
跡
が
工
事
で
壊
さ
れ

て
し
ま
う
前
に
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
記
録
保
存

を
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
た
の
で
、「
な
る
ほ
ど
」

と
思
い
ま
し
た
。

以
上
が
私
た
ち
が
び
っ
く
り
し
た
こ
と
や
、
初

め
て
知
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
他
に

分
か
っ
た
こ
と

子ども広報協力員

芹澤ほのか（西小６年）
せりざわ

榎本櫂（西小６年）
えのもとかい

土屋
つ ち や

奈織子（東小５年）
な お こ

グループごとに取材したことを記事にまとめる記事のレイアウトや写真を選ぶ完成した記事を発表

町内の遺跡を巡る子ども広報協力員

関係者に取材！

９人の子ども広報協力員 （※発掘現場へは通常は立ち入りできません。取材のため、特別に立ち入らせていただきました。）

子ども広報協力員…町内の小学５・６年生を対象に募集。９人の子どもた

ちが３組の編集グループに分かれ、協力して原稿作成を行いました。

答えてくれた人
小野英樹さん（河津町役場）
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２０１６子ども広報協力員特集

「河津町遺跡発掘大特集！！」

【みんなの感想コーナー】

・掘るのは難しかったけれど、土器のかけらが出てきたときはうれしかった。・貴重な体験ができてよかった。

・一番楽しかったのは遺跡の発掘。・遺跡に興味を持ったよ。・もっと土器を見つけたかった。

・掘るのは難しかったけれど土器がひとつ見つけられてよかったよ。

下
河
津
郵
便
局
前
の
姫
宮
遺

跡
発
掘
現
場
で
す
。
作
業
を

し
て
い
る
人
や
、
い
ろ
い
ろ

な
道
具
が
あ
り
ま
し
た
。

編
集
を
終
え
て

酒井 涼帆 さん

＝笹原＝

稲葉 花音さん
か のん

＝上峰＝

榎本 櫂 さん
＝下佐ヶ野＝

浅井 紅花さん

＝長野＝

芹澤 ほのか さん
＝逆川＝

堀内 陽向さん
＝下峰＝

土屋 美結さん

＝見高入谷＝

河津 琴音さん

＝上佐ヶ野＝

土屋 奈織子 さん

＝見高入谷＝

段間遺跡（見高浜）
だんまいせき

縄文時代（７０００年～４０００年前）

の遺跡。神津島から運ばれてき

た黒曜石をナイフや矢じりとし

て使った。現在の東小学校周辺。

長坂遺跡（下佐ヶ野）
ながさかいせき

縄文時代の遺跡。現在

のあおきの工場周辺。

波来遺跡(谷津）
はらいいせき

弥生～古墳時代（１９００年

～１４００年前）の遺跡。

風越遺跡（見高入谷）
かざこしいせき

縄文時代の遺跡。

道
具
を
使
っ
て
地
面
を
平
ら
に

削
っ
て
い
き
ま
す
。

雨
が
降
る
と
地
面
が
掘
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

１
５
０
０
年
前
の
土
器
。
み

ん
な
で

個
見
つ
け
ま
し
た
！

１２

子ども広報協力員になっ

て、遺跡のことをたくさ

ん知りました。遺跡のこ

とに興味がなかったのです

が、この協力員になって

とても興味を持ちました。

最初は、知らない子たち

ばかりだったから、とて

も心配だったけれど、編

集しているうちに仲良く

なれたし、文を書くのは

楽しかったです。

子ども広報協力員になっ

て、土器の発掘など、貴

重な体験ができ、とても

楽しかったです。また来

年も参加したいです。

今回の広報協力員で、５日し

かなかったけれど、とて

も貴重な勉強になったと思

います。発掘は貴重な体

験だと思います。楽しかっ

たです。

子ども広報協力員

になって、遺跡の

ことを勉強して、

すごくためになっ

たし、いい経験に

なりました。

この協力員特集で遺跡を

見に行ったり、実際に発

掘調査に行ったりして、

この河津町の遺跡のこと

にもっと興味がわきまし

た。

あまり聞かない遺跡のこ

とについて、取材に行っ

たり、実際に発掘したり

して貴重な体験ができて

とても楽しかったです。

取材をしたり、まとめた
りして楽しかったです。
とくに姫宮遺跡と段間遺
跡のマップを作るのが大変
だったけれど、いろいろ
なところに取材ができて
よかったです。またいろ
いろな遺跡について調べ
ていきたいです。

発掘体験ができてとても

うれしかった。原稿を書

くのがむずかしくて、な

かなかうまく書けなかっ

た。

町内にある遺跡を調べて地図にしました。河津町には６０ヵ所

以上の遺跡があります。その中のいくつかをご紹介します。

子ども広報協力員

堀内陽向（南小５年）
ほりうち ひなた

土屋
つちや

美結
みゆう

（東小５年）酒井涼帆（南小５年）
さかい すずほ

春蔵遺跡（峰）
はんのくらいせき

縄文～奈良平安時代

(４０００年～１１００年前）

の遺跡。現在のバガ

テル公園周辺。

人
が
い
な
か
っ
た
時
代
ま
で
、

地
層
を
調
べ
て
掘
り
ま
す
。

実
際
に
作
業
に
挑
戦
！

土
が
固
か
っ
た
で
す
。

大
き
い
土
器
が
出
る
と
、
竹

の
棒
で
目
印
を
立
て
ま
す
。

現在、発掘調査が行われている笹原の複合施設建設予定地に

行きました。みんなで実際に発掘作業を体験しました。

子ども広報協力員

河津琴音（西小６年）浅井紅花（東小５年）稲葉花音（南小５年）
かわづ ことね あさい くれか いなば かのん

黒曜石

現在の春蔵遺跡

現在の長坂遺跡

笹原の発掘現場

段間遺跡の復元住居(東小）

ҏ東ࢸ

ˢˣ

下ాࢸ

南小ֶߍ

͘͞Β
༮ஓԂ

東小ֶߍ

姫宮遺跡（笹原）
ひめみやいせき

弥生～奈良平安時代(２３００年

～９００年前）の遺跡。川の

近くだったので、洪水がた

くさん起きた。生活しやす

い土地だったので住み続け

た。現在の南小学校周辺。

海

町内の遺跡マップ 発掘現場に行く！

河津தֶߍ

西小ֶߍ

※調査員の指導のもと、作業を行っています。



１１０月１１０月１日日からから国民健康保険の保険国民健康保険の保険証証
が新しくなりまが新しくなりますす

【問い合わせ】町民生活課保険年金係 緯３４－１９３２

国民健康保険加入者の皆さま

平
成

年

月
１
日
か
ら
、
国

２８

１０

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
が
『
藤
色
』
か
ら
『
う
ぐ

い
す
色
』
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
９
月
下
旬
に

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
分
を
ま

と
め
て
、
世
帯
主
宛
て
に
お
送
り

し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
生

年
月
日
・
住
所
な
ど
を
一
枚
ず
つ

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
や
、
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
か
ら
脱
退
し
た
場
合

に
は
、
国
保
の
脱
退
・
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。
届
出
に
必
要
な

持
ち
物
な
ど
は
、
町
民
生
活
課
保

険
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
新
し
い
保
険
証
は

「
う
ぐ
い
す
色
」
で
す

７ ２０１６.９ 広報かわづ ２０１６.９ 広報かわづ ６

※
裏
面
の
意
思
表
示
欄
は
、
意
思
表
示
の
有

無
等
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
「
個
人
情

報
保
護
シ
ー
ル
」
を
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ݟ ຊ

【旧】藤色 →【新】うぐいす色

保険証の裏面 保険証の表面

伊豆半島で初めての本格的なトライアスロンレース「河津フラワートライアスロン大会」が１１月１３日（日）

に開催されます。

■トライアスロンとは

トライアスロン(triathlon)とは、一般的には３種類の競技からなるスポーツ競技のことで、現在では主に水

泳（スイム）・自転車（バイク）・マラソン（ラン）の順番で連続して行う競技のことを言います。ギリシャ

語で数字の３を意味する接頭辞tri-に「競技」の意味のathlonを合成して命名されました。

■競技部門はオリンピックディスタンスとリレーの２部門

開催競技は２０００年のシドニーオリンピックより正式種目として採用されているオリンピックディスタンス

（水泳１．５㎞ ／自転車４０㎞ ／ランニング１０㎞ ＝５１．５㎞）部門と、各種目を３人（２名での参加も可）で繋ぐリ

レー部門を設置しています。トライアスロンシーズンの締めくくりとして、また、平たん基調のコースはト

ライアスロンビギナーも安心して走ることができます。

■交通規制にご協力をお願いいたします

コースは河津浜海岸で水泳を行い、河津川河口付近で自転車に乗って笹原～大堰の町道に設定したバイク

コースを６周し、トリムコースをランニングして河津桜観光交流館にゴールします。競技中は交通規制を行い

ますので、町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。詳細は、別途お知らせします。

２０１６.１１.１３（SUN）

【問い合わせ】まちづくり推進課まちづくり推進係 緯３４－１９２４

国
保
へ
の
加
入
、
国
保
か
ら
の

脱
退
や
保
険
証
の
再
発
行
な
ど
国

保
の
各
種
届
出
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

要
で
す
。
届
出
に
必
要
な
書
類
や

印
鑑
の
ほ
か
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
顔
写
真
付
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
以
外
を
お
持
ち
に

な
っ
た
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
に
は
、
本
人
、
ま
た
は
世

帯
員
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
人
が
届
け
出
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
で
は

歳
か
ら

歳
ま
で

４０

７４

の
人
を
対
象
に
、
年
一
回
特
定
健

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
定
健
診
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
・
解
消
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

９
月
･

月
の
健
診
は
、

歳
以

１０

７０

上
の
人
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
を
含
む
）
を
中
心
に
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
９
月
の
回
覧

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

届
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
で
す

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
最

初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品

新
薬
）
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
て

か
ら
作
ら
れ
た
薬
で
す
。
成
分
や

効
き
目
は
同
等
で
す
が
、
新
薬
よ

り
安
価
な
た
め
、
医
療
費
削
減
に

役
立
ち
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
医
師
･
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ݟ ຊ

河津フラワートライアスロンコース概要

伊豆半島初の本格大会

【大会概要】

開催日時：平成２８年１１月１３日（日）８時～（※制限時間４時間）

競技内容：スイム１．５km・バイク４０km・ラン１０km【合計５１．５km】

募集定員：個人の部 ３００名／リレーの部 ５０組

主 催：河津フラワートライアスロン実行委員会

※競技内容の詳細については、下記

ホームページをご覧ください。

http://www.triathlon-lumina.com

河津フラワートライアスロン 検 索
クリック！

36/
48*.
#*,&

保険証は

大切にしましょう!

第１回

河津フラワートライアスロン大会開催
交通規制にご協力をお願いいたします



子どもに大人気のフェイスペイント

２０１６.９ 広報かわづ ８

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

９ ２０１６.９ 広報かわづ

河津川非出資漁業協同組合(島崎光夫組合

長）による鮎のつかみ取り大会が８月１５日、

笹原公園前の河津川で行われました。石で

仕切ったつかみ取り会場に鮎１,２００匹が放た

れ、子どもたちは素早く動きまわる鮎をつ

かみ取るのに悪戦苦闘。１匹でも多く捕まえ

ようと、真剣に鮎を追いかけ、見事鮎をつ

かみ取れた子どもはうれしそうに袋に入れ

ていました。取った鮎は、鮎の塩焼きと交

換することができ、川辺は塩焼きを堪能す

る親子連れなどでにぎわいました。

鮎のつかみ取り大盛況
河津川非出資漁協 鮎のつかみ取り大会

ＮＰＯ法人豆游義塾(長田育郎理事長)の川遊び自然

体験が８月６日・７日、峰大橋上流の弁財淵付近で行われ

ました。年齢や地域が異なる子どもたちが交流を深め、

安全な川遊びを学び、町の自然に親しんでもらおうと

実施。町内や近隣市町、三島市、首都圏から親子約８０

人が参加し、ライフジャケットを着用して、川流れや

水中観察などの昔ながらの川遊びを楽しみました。

安全な川遊びを学ぶ
ＮＰＯ法人豆游義塾 川遊び自然体験

見高港で８月１６日、伝統の精霊送り行事、麦わら舟流

しが行われました。区民が朝から作業を行い完成させ

た約４ｍの麦わら舟２そうには、船頭や芸者の人形、地

元の子どもたちがお経を書いた五色旗が乗せられ、施餓鬼
せがき

供養と慰霊が行われました。台風の接近で波が高く、

舟を海へ流すことは断念されましたが、港では地元区

民や観光客が伝統的なお盆の光景に見入っていました。

見高浜で伝統の精霊送り
見高浜 麦わら舟流し

河津バガテル公園納涼祭が７月３０日、同園フランス

広場で行われました。焼きそば、鮎の塩焼き、サザエ

つぼ焼き、冷やし素麺、当てくじ、餅つき、フェイス

ペイントなどの夜店が並び、浴衣姿の子どもや家族連

れなど多くの地元住民などでにぎわいました。特殊な

絵の具を使って、顔や手に文字や模様を描くフェイス

ペイントは子どもに大人気で行列ができました。

納涼祭でにぎわうフランス広場
河津バガテル公園納涼祭

谷津の伊豆ならんだの里 河津平安の仏像展示館で

８月６日・７日、夕涼み観覧が行われました。参道と境内

には、地元の子どもたちが絵を描いた和紙が巻かれた

あんどんや、竹の側面に穴を開け、桜やオリンピック

マークの模様が浮かぶ竹灯篭など、約５００個が飾られ
たけとうろう

ました。訪れた人々は灯篭からもれる情緒ある明かり

を楽しんでいました。

夕闇を照らす竹灯篭
河津平安の仏像展示館 夕涼み観覧

川流れを楽しむ子どもたち

若者たちによって港に運ばれた２そうの麦わら舟

秩
父
宮
杯
第

回
富
士
登
山
駅

４１

伝
大
会
が
８
月
７
日
、
御
殿
場
駅

か
ら
富
士
山
頂
を
往
復
す
る
コ
ー

ス
で
開
か
れ
、
河
津
町
体
育
協
会

陸
上
部
「
オ
ー
ル
河
津
」
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
一
般
の
部
に

チ
ー
ム
、

９８

自
衛
隊
の
部
に

チ
ー
ム
、
合
せ

３２

て
１
３
０
チ
ー
ム
が
出
場
。
山
頂

を
折
り
返
し
て
往
復
す
る

区
間
、

１１

．

キ
ロ
の
過
酷
な
コ
ー
ス
に

４７

９３

６
人
の
走
者
が
挑
み
ま
し
た
。
走

順
と
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
区

区

片
山
径
介
＝

上
峰
＝

１１

２
区

区

土
屋
賢
斗
＝

田
中
＝

１０

３
区

９
区

船
津
弘
貴
＝

松
崎
町
＝

４
区

８
区

村
串
弘
親
＝

上
峰
＝

５
区

７
区

倉
原
卓
也
＝

浜
＝

６
区

渡
邉
昭
俊
＝

川
横
＝

総
合
順
位

位
（
一
般
の
部
）

４８

Topics

富士登山駅伝に挑んだ「オール河津」

タ
イ
ム

４
時
間

分

秒

５１

４４

（
※
昨
年
５
時
間

分

秒
）

００

２５

監
督
の
加
藤
友
紀
さ
ん
＝
浜
＝

は
「
こ
の
大
会
に
出
場
し
３
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
無
謀
か

と
思
っ
た
挑
戦
で
す
が
、
毎
年
タ

イ
ム
も
縮
ま
り
、
今
年
は
目
標
の

５
時
間
を
切
り
順
位
も
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
炎
天

下
の
中
の
レ
ー
ス
で
、
繰
上
げ
と

な
り
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
選

手
の
構
成
も
少
し
若
返
り
、
来
年

へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
河

津
町
の
皆
さ
ん
が
富
士
山
に
応
援

に
来
て
く
れ
た
ら
も
っ
と
選
手
も

力
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
来
年
の
夏
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
語
り
ま
し

た
。

山頂区間高度３１００mでのタスキリレー

出場した６人のメンバー

つかまえた鮎を袋に入れる子ども

子どもたちが絵を書いた竹灯篭
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子どもたちの気づきを
大切にして

３２３

フ シュレッ
寺田 祐基さん
てらだ ゆうき

浜

２６歳 A型 おうし座

河津町立南小学校 勤務

【
取
材
】
稲
葉
千
穂
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

文文文文文文文文文文文文文
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸

かかかかかかかかかかかか
わわわわわわわわわわわわ
か
わ
づづづづづづづづづづづづづ

作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品
募募募募募募募募募募募募

作
品
募
集集集集集集集集集集集集集

●募集する作品

町
民
の
皆
さ
ん
の
文
芸
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
ご
ろ
の
思
い
を

つ
づ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
掲
載
誌

「
文
芸
か
わ
づ
」
第

号
１６

平
成

年
３
月
刊
行
予
定

２９

○
応
募
資
格

河
津
町
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
者
、

ま
た
は
河
津
町
出
身
者
（
中
学
生
以
上
）

○
応
募
上
の
注
意

・
応
募
作
品
は
１
人
２
種
目
以
内
と
し
、

未
発
表
作
品
を
原
則
と
し
ま
す
。

・
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
。
ワ
ー

プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
原
稿
の
場
合
は
、
１
枚

に
つ
き

字
×

行
で
作
成
。（
※
原
稿

２０

２０

枚
数
厳
守
。
多
い
場
合
は
掲
載
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
原
稿
に
は
応
募
作
品
部
門
・
種
別
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て

く
だ
さ
い
（
内
容
や
文
字
に
つ
い
て
お
問

い
合
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。
河
津
町
出
身
者
は
、
出
身
地
区
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

内 容作品種類

１人１編 ３０枚以内小 説

１人１編 １５枚以内(紀行文・郷土研究を含む)随 筆

１人１編 １５枚以内作 文 (中学生)

１人１編 ３０枚以内評 論 (評 伝)

１人１編 ３０枚以内戯 曲

１人１編 ３０枚以内児童文学

１人１編詩

１人５首以内短 歌

１人７句以内俳 句

１人７句以内川 柳

○
締
切

平
成

年

月

日
（
水
）
ま
で

２８

１１

３０

○
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
４
１
３
倆
０
５
１
２

河
津
町
笹
原

倆
４

７８

教
育
委
員
会
「
文
芸
か
わ
づ
」
係

電
話
（
３
４
）
１
１
１
７

事
前
に
分
か
ら
な
い
こ
と
を
予

測
し
、
つ
ま
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

「
自
分
の
言
葉
が
増
え
る
と
気

づ
き
の
ポ
イ
ン
ト
が
減
っ
て
子

ど
も
の
や
る
気
を
な
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
授
業
中
は
な
る
べ

く
口
数
を
少
な
く
し
て
子
ど
も

た
ち
で
考
え
さ
せ
、
分
か
ら
な

い
ポ
イ
ン
ト
が
出
て
き
た
ら
一

緒
に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
生
の
頃
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
水
泳
、
今
は
山
登
り

を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
祐
基

先
生
。持
ち
前
の
明
る
さ
と
ガ
ッ

ツ
で
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
あ

た
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
年
の
４
月
か
ら
新
規
採
用

教
諭
と
し
て
河
津
町
立
南
小
学

校
に
赴
任
し
た
寺
田
祐
基
先
生
。

先
生
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

高
校
生
の
時
、
部
活
の
勉
強
会

で
教
え
る
役
に
な
り
、
人
に
教

え
る
喜
び
を
感
じ
、
教
師
に
な

ろ
う
と
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

去
年
ま
で
磐
田
市
で
３
年
間

講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
悩
ん

で
い
た
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、そ
の
年
に
担
任
を
受
け
持
っ

た
５
年
生
と
運
動
会
で
成
功
さ

せ
た

人
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
感
動

５５

し
、
や
は
り
教
師
に
な
ろ
う
と

奮
い
立
っ
た
そ
う
で
す
。

今
は
２
年
生
の
担
任
を
し
て

い
る
祐
基
先
生
。
仕
事
上
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
授
業
の
前
に

１１ ２０１６.９ 広報かわづ

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：９月２９日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２８年５月生まれの赤ちゃん

図書館カレンダー ９月

土金木水火月日

３２１

１０９８７６５４

１７１６１５１４１３１２１１

２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

˙は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

幻冬舎香山 リカノンママという生き方

主婦と生活社栗生 ゑゐこ赤子しぐさ

講談社RIZAPライザップごはん

マガジンハウス村田 沙耶香
きれいなシワの作り方
～淑女の思春期病

光文社伊東 潤鯨分限

出版社著者名書 名（児童書）

ポプラ社
静霞 薫/原作
瀧 玲子/作画

戦国人物伝 淀殿
（コミック版日本の歴史５２）

日本図書センター藤吉 洋一郎/監修命を守る！災害対策大百科①～③

日本図書センター田島 信元/監修
夢をかなえるスポーツ応援レシピ
つくろう！食べよう!勝負ごはん１～３

ポプラ社
安房 直子/作
吉田 尚令/絵

きつねの窓

ポプラ社小賀野 実/写真・文はたらくくるまだいしゅうごう１００

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
１４時３０分～幼児向け

９月４・１１・１８・２５日

(毎週日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

９月１・８・１５日

(木曜日)

１０時００分～１０時３０分幼児向け

９月１０日

(第２土曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分小学生向け

９月７・１４・２１日

(水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

No.１６１
H28.9

蔵書点検のため、９月２６日から１０月３日まで休館となります。貸出中の本は、期限内の返却にご協力をお願いします。

夏休み一日図書館員にチャレンジ！
町内の小学生１２人が一日図書館員

になり図書館の仕事を体験しました。

カウンター業務や本を棚に戻す仕事

など、てきぱきと働く様子が、利用

者からも好評でした。

インターンシップで訪れた下田高

校生徒による小学生向けのおはなし

会が行われました。クイズを出した

り、読み聞かせをしたり子どもたち

と楽しい時間を過ごしました。

下田高校生徒によるおはなし会

★夏の図書館日記★

8／10

8／10
8／3

8／17

「敬老の日読書のすすめ」は、「心ゆたかに生涯読書」を目標に、中・高

年のみなさんに読書を楽しんでいただくために進めている運動です。敬老

の日に合わせ、新刊をそろえました。

心ゆたかに生涯学習 ～敬老の日読書のすすめ２０１６～

敬老の日に読みたい新刊（ほかにも多数あります）

日野原重明/聞き手一〇〇歳が聞く一〇〇歳の話

吉沢 久子/著１００歳になっても！
これからもっと幸せなひとり暮らし

野村 克也/著老いの可能性

落合 恵子/著質問老いることはいやですか？

坪内 稔典/著モーロクのすすめ

佐藤 愛子/著孫と私の小さな歴史 『一〇〇歳が聞く一〇〇歳の話』
（実業之日本社）



２０１６.９ 広報かわづ １２

●今月のテーマ

慢性腎臓病を
ご存知ですか？

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
と

い
う
病
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

慢
性
に
経
過
す
る

す
べ
て
の
腎
臓
病
（
腎
機
能
の

低
下
）
を
指
し
、
誰
も
が
か

か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

生
活
習
慣
病
と
の
関
連
が
深
く
、

成
人
の
約
８
人
に
１
人
が
慢

性
腎
臓
病
だ
と
考
え
ら
れ
、

新
た
な
国
民
病
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
に
は
自
覚

症
状
が
な
い
の
で
、
早
期
発

見
と
予
防
が
重
要
で
す
。

①
腎
臓
の
働
き

腎
臓
は
そ
ら
ま
め
の
よ
う

な
形
を
し
た
握
り
こ
ぶ
し
大
の

臓
器
で
、
腰
の
辺
り
に
左
右
対

称
に
２
個
あ
り
ま
す
。
中
央
の

イ
ラ
ス
ト
の
と
お
り
、
身
体
を

保
健
福
祉
課

関

真
由
美

保
健
師

正
常
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
大

切
な
臓
器
で
す
。

②
慢
性
腎
臓
病
が
進
行
す
る
と

腎
機
能
が
低
下
す
る
と
、
尿

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
人
工
透

析
や
腎
移
植
が
必
要
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
危
険
が
高
ま
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

③
慢
性
腎
臓
病
を
防
ぐ
に
は

減
塩
な
ど
の
食
生
活
の
見
直

し
や
適
度
な
運
動
、
肥
満
の
解

消
な
ど
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
慢
性
腎
臓
病
は
予
防

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
健
診
を
受

け
、
尿
や
血
液
の
検
査
を
す
る

こ
と
で
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
血
糖
値
や
血
圧
が
高
い
人

は
、医
療
機
関
を
受
診
し
て
し
っ

か
り
と
治
療
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

に
た
ん
ぱ
く
が
出
た
り
、
む
く

み
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
で

て
き
ま
す
が
、
自
覚
す
る
時
に

は
す
で
に
慢
性
腎
臓
病
が
進
行

保健のお知らせ

保健福祉課 緯３４－１９３７

腎臓の働き

こども医療費助成制度
内 容区 分

町内に住所のある中学３年生(１５歳以下)までのこども。

所得制限はありません。
対 象 者

こどもの通院にかかる保険対象医療費のうち自己負担金分通 院

こどもの入院にかかる保険対象医療費のうち自己負担金分

（入院時食事療養費標準負担額は、助成の対象となりません。）
入 院

１０月～翌年９月まで。※毎年更新手続きが必要となります。

１５歳に達したときはその年度末（３月３１日）が有効期限と

なります。

有効期限

◎そのほか条件がありますので、詳しくは保健福祉課へご相談ください。

９月は医療費の助成を受けるため

に必要な受給者証の更新月です。対

象者には申請書を送付しますので、

忘れずに手続きをしてください。

■申請に必要なもの

・印鑑

・こどもの保険証(コピー可）

・こども医療費受給者証交付申請書

【問い合わせ・申請窓口】

保健福祉課 緯３４－１９３７

こども医療費受給者証の
更新手続きを忘れずに

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 １０月４日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

など

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 ９月２０日(火)

１３時３０分～１５時３０分

１０月３日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

持ち物 身元の確認ができるもの（写

真付きでない場合は２種類ご

持参ください）、個人番号カー

ドまたは通知カード

■母親学級（予約制）

妊婦さんのための教室です。

２回１コースの内容です。都合の悪い

人は、どちらか１回の参加でもかまい

ません。

第１課 １０月３日(月)

１３時３０分～１６時

第２課 １０月１７日(月)

９時３０分～１３時３０分

場 所 保健福祉センター ２階

内 容

第１課 母と子の歯科保健、妊娠中の

生活、新生児のお風呂の練習

第２課 分娩の準備と経過、妊婦体操、

妊娠中の栄養

持ち物 母子健康手帳 動きやすい服

装でお越しください。
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news
and
info

info

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
規
制
改
革
提
案
募
集

供
ふ
じ
の
く
に
僑
規
制
改
革
会
議
提
案
窓
口

河
津
町
選
手
団

人
が

４６

大
会
に
向
け
て
練
習
開
始

県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

start

new
s

早
期
事
業
化
を
国
に
要
望

伊
豆
縦
貫
道
「
天
城
峠
道
路
」
期
成
同
盟
会建設中の狩野川横断高架橋

国土交通省事務次官 武藤浩氏へ要望

中学校のグ
ラウンドで
練習に励む
候補選手

河津町選手団

大坪 宏 監督

県
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
を

目
指
す
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、

そ
の
阻
害
要
因
と
な
る
規
制
改
革

の
う
ち
県
や
県
内
市
町
の
条
例
な

ど
に
基
づ
く
規
制
の
改
革
に
関
し

て
、
具
体
的
な
提
案
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
提
案
に
あ
た
っ
て
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
電
子
申
請
を
行
う

か
、
以
下
の
①
～
⑤
の
項
目
を
記

入
し
た
提
案
書
を
、
提
案
受
付
窓

口
ま
で
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
提
案
事
項
名

②
提
案
す
る
具
体
的
な
規
制
改
革

の
内
容

③
具
体
的
な
支
障
事
例
等

④
規
制
条
例
等
の
具
体
名
（
お
分

か
り
の
場
合
に
記
入
く
だ
さ
い
）

⑤
提
案
者
情
報
（
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、
必
ず
記

入
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
せ
】
県
地
域
計
画
課

緯
０
５
４－

２
２
１－

２
２
２
０

胃
０
５
４－

２
７
１－

５
４
９
４

月
３
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

１２
れ
る
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

１７

伝
競
走
大
会
に
向
け
て
、
河
津
町

選
手
団
（
鈴
木
利
三
団
長
）
の
練

習
が
８
月
９
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た

。
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
候
補

選
手
は
、
小
学
生
の
部
か
ら

歳
４０

以
上
の
部
ま
で

人
で
す
。（
小
学

４６

生

人
、
中
学
生

人
、
高
校
生

２１

１３

か
り
や
っ
て
、
本
番
で
持
て
る
力

を
出
し
て
く
れ
れ
ば
結
果
は
つ
い

て
く
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

河
津
町
チ
ー
ム
は
昨
年
の
大
会

で
は
、
２
時
間

分
５
秒
で
町
の

２７

部
６
位
に
初
入
賞
し
、
人
口
１
万

人
未
満
の
市
町
の
最
上
位
に
送
ら

れ
る
「
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

日
、「
天
城
峠
道
路
」
区
間
の
早
期

事
業
化
を
目
指
し
国
土
交
通
省
と

財
務
省
、
自
民
党
本
部
な
ど
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
長
の
菊
地
豊
伊
豆
市
長
、

副
会
長
の
福
井
裕
輔
下
田
市
長
、

相
馬
宏
行
河
津
町
長
と
、
地
元
の

土
屋
粂
太
郎
町
議
会
議
長
、
飯
田

正
臣
商
工
会
長
ら
が
武
藤
浩
国
土

交
通
省
事
務
次
官
と
面
会
し
、
そ

の
後
、
財
務
省
岡
田
直
樹
副
大
臣

ら
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

要
望
書
と
と
も
に
、
５
月
に
行

わ
れ
た
同
同
盟
会
の
設
立
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
発
表
さ
れ

た
西
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
託
さ
れ
ま
し
た
。

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
「
天
城
峠

道
路
」
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路
網

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
は
７
月
２１

６
人
、
一
般
６
人
）

選
手
団
は
大
会
に
向
け
て
毎
週

１
回
、
河
津
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
柔

軟
体
操
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、筋
力
ア
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
イ
ン
タ
ー

バ
ル
走
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ロ
ー
ド

練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
監
督
を
務
め
る
大
坪

宏
さ
ん
＝
浜
＝
は
「
練
習
を
し
っ



１０月１日から７日は公証週間です。相

談は、事前に電話予約してください。

夜間相談 １０月３日(月)から７日(金)

１７時～１９時

休日相談 １０月１日(土)１０時～１５時

場 所 下田公証役場（下田市西本郷

１-２-５ 佐々木ビル３階）

問 下田公証役場 緯２２－５５２１

公証週間に無料夜間･休日相談

ゲートキーパー養成研修会

「ゲートキーパー」とは、悩んでいる

人に気づき、声をかけ、話を聴いて、

必要な支援につなげ、見守る人のこと

です。あなたも大切な人のゲートキー

パーになりませんか？

日 時 ９月２７日(火)

１３時３０分～１５時４５分

場 所 下田総合庁舎４階 第８会議室

定 員 ２０人(定員になり次第締め切り

ます)

内 容 「ゲートキーパー研修会」

「アロマを使ったセルフケア」

申 込 電話にて９月２３日(金)まで

問 賀茂健康福祉センター福祉課

緯２４－２０５６

相馬町長と直接対話

できます。事前に電

話予約してください。

日 時 ９月２６日(月)１３時３０分～

１人２０分程度 団体不可

場 所 役場町長室

予約受付 ９月２０日(火)～２３日(金)

休日を除く

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

今月のふれあい町長室

暮らしの情報

（７月１日～３１日届出）

１５ ２０１６.９ 広報かわづ ２０１６.９ 広報かわづ １４

戸籍だより

相 談ひとの動き

◆今月の納税◆
後期高齢者医療保険料２期 国民健康保険税５期

９月３０日（金）が納期です。

問 町民生活課 緯３４ー１９２８

※このコーナーに掲載を望まない

場合は、お申し出ください。

（８月１日現在）

(＋１)前月比人７,５５９人 口

人３,６４３（男）

人３,９１６（女）

（＋６）前月比世帯３,３３７世帯数

人口と世帯

お知らせ

受検対象者には、県計量協会から検

査日の約１週間前に「計量器定期検査通

知書（はがき）」が送付されます。

日 時 １０月２０日(木)９時３０分～１６時

１０月２１日(金)９時３０分～１２時

場 所 役場前駐車場

問 産業振興課産業振興係 緯３４－１９４６

はかりの定期検査を実施

日本年金機構出張相談

日時・場所 １０月７日(金) 下田市役所

９時３０分～１１時３０分、１３時～１４時

（※予約制。予約は下田市役所国保年

金係緯２２－３９２２まで）

問 町民生活課保険年金係 緯３４－１９３２

人権・行政・生活相談

日 時 １０月５日(水)１０時～１５時

場 所 役場２階 第２会議室

問 町民生活課窓口係 緯３４－１９３２

大切な人を自死で亡くされたあなた

へ。一人で悩まないでください。あな

たからのお電話をお待ちしています。

日 時 ９月２１日（水）１３時～１６時

場 所 賀茂健康福祉センター

予 約 ご予約は下記電話番号まで

問 県精神保健福祉センター

緯０５４－２８６－９２４５

面接相談「すみれ相談」

平成２９年４月１日採用の職員を下記の

要綱にて募集いたします。

職務内容 一般事務（火葬業務を兼務）

募集人数 １名

受験資格 昭和５２年４月２日以降に生ま

れた人で高卒以上の人（高校卒業見込

みの場合は不可）

受付期間 ９月１２日（月）～２１日（水）

試 験 日 １０月１６日（日）

試験科目 教養試験、小論文、事務適

性検査、面接

要項請求 受付期間を考慮のうえ、事

務局まで請求願います。その際、１４０円

切手を貼付し、返送先を明記した角２封

筒を同封の上、郵送願います。

問 下田市役所市民保健課内

伊豆斎場組合事務局 緯２２－２２１５

伊豆斎場組合職員募集

ナースセンターは皆さんの再就業の

お手伝いをします。

研修日 １０月３日(月)～１０月５日(水）

場 所 聖隷沼津病院

内 容 最近の看護の動向

看護の基礎技術演習

対象者 看護の仕事をしていない看護

職免許保有者

受講料 無料（託児費一部補助します）

申込方法 県ナースセンターまで電話・

FAX・メールにてご連絡ください。

申込締切 ９月２３日(金)

問 県ナースセンター東部支所

緯０５５－９２０－２０８８

看護師等再就業準備講習会

今年７月２６日までに下田警察署が認知

した「子どもに対する声かけ事案」等

は１３件で、昨年１年間の発生件数１１件を

超えています。子どもが不審者に声を

かけられた時の多くは、下校時にひと

りでいた時です。お子様のいるご家庭

はランドセルに防犯ブザーを付けたり、

いざという時に逃げ込める【子どもを

まもる家】の場所の確認などをした

り、防犯指導をお願いします。

自分の身を守る合言葉【いかのおすし】

知らない人にはついていかない

知らない人の車にのらない

『助けて！』とおおきい声を出す

怖かったら大人のいる方にすぐ逃げる

どんな人が何をしたかすぐしらせる

問 下田警察署管内防犯協会

緯２７－２７６６

ひとりで下校するときが危ない!!

不動産の無料相談会を開催します。

日 時 １０月７日(金)１０時～１６時

場 所 沼津市、静岡市(葵区、清水区）

相談内容 鑑定評価、価格、賃料、売買、交

換、借地、相続、贈与、その他不動産に関

すること

問 県不動産鑑定士協会

緯０５４－２５３－６７１５

不動産無料相談会

お詫びと訂正

５月に配布した「平成２８年度イベントガ

イドかわづ」掲載の「ふれあいまつり」

の日程に誤りがありました。正しくは下

記のとおりです。謹んでお詫び申し上げ

ます。

【誤】１０月２３日(日)→【正】１０月３０日(日）

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

秋の農作業安全運動実施中

９月１日から１０月３１日まで、県内全域

で秋の農作業安全運動が行われます。

収穫期を迎え、機械を利用する作業が

多くなる時期です。細心の注意を払い、

農作業事故ゼロを目指しましょう。

チェックポイント

①農業機械の管理・利用は適切に

②適度な休息をとりましょう

③小型の機械でも油断大敵

④農業機械以外にも注意

問 産業振興課農林水産係 緯３４－１９４６

伊豆スカイラインお客様感謝イベント

伊豆スカイラインでは、日ごろのお

客様や地元の方々への感謝を込め、お

客様感謝イベントを開催します。

日 時 ９月２５日(日）１０時～１５時

場 所 伊豆スカイラインスカイポー

ト亀石

問 県道路公社企画業務課

緯０５４－２５４－３４２４

専門スタッフが地域に出向く「出張

がんよろず相談」を実施いたします。

日 時 １０月２５日(火）１３時～１６時

場 所 下田市役所２階

対 象 賀茂健康福祉センター管内の

住人で、がんに関する相談を希望され

る人。

内 容 専門スタッフによる対面相談

予 約 相談は事前予約制で先着５組ま

で。定員になり次第締め切ります。

予約受付 １０月３日(月）～１０月１４日(金）

８時３０分～１７時 ※土日･祝日を除く

予約専用ダイヤル 緯０５５－９８９－５３９２

問 賀茂健康福祉センター健康増進課

緯２４－２０３７

出張がんよろず相談

お気軽にご利用ください。

日 時 １０月１９日(水)１０時～１５時

場 所 ベイステージ４階

相談内容 官公庁への提出書類他

問 県行政書士会賀茂支部（伊東）

緯２２－０９２１

行政書士の無料相談

犬・ねこ適正飼養等相談

飼い主のいない犬・ねこに限ります

日 時 ９月１４日(水)

１０時４０分～１０時５０分

場 所 役場前駐車場

問 町民生活課窓口係 緯３４－１９３２

身近なこと生活相談へ

日 時 ９月２１日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センターボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

消費巡回相談

日 時 １０月５日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター１階相談室２

※予約制。事前に賀茂広域消費生活セ

ンター緯２４－２２９９へご予約ください。

問 産業振興課産業振興係 緯３４－１９４６

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます

(電話健康相談専門事業者への委託事業)

河津町２４時間電話健康相談ダイヤル

※河津町民専用のフリーダイヤル番号
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河
津
グ
ル
メ
で
地
域
活
性
化
を

河津町飲食店組合組合長

平野 昭雄 さん
ひらの あきお
谷津 ５３歳
平成２６年度から飲食店組合組合長に就
任。組合員の売上向上のため、地域の
活性化のために力を注ぐ。

姉妹都市長野県白馬村通信

第１９回白馬スノーハープ

クロスカントリー大会

コースを快走する選手たち

７月２５日・２６日に、

第１９回白馬スノー

ハープクロスカント

リー大会が開催され

ました。女子マラソ

ンの野尻あずさ選手、

地元白馬村出身の成瀬

野生さんらのゲストの
の ぶ

皆さんと共に約２,４００

人の選手たちが白馬の

自然を感じながらコー

スを走り抜けました。

今
月
は
子
ど
も
広
報
協
力
員
特

集
。
町
内
３
小
学
校
か
ら
集
ま
っ

た
９
人
の
協
力
員
が
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
取
材
や
文
章
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
、
会
議
室
で
真
剣
に
記
事

の
編
集
に
取
り
組
む
姿
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
本
編
で
は
ご

紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
記
事
で
は
、
立
体
的
な
紙
の
模

型
を
作
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
自
由
で
豊
か
な
発

想
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
広
報
協
力
員
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
（
ｃ
）

谷
津
の
中
華
料
理
店
『
中
華
一
番
』

の
店
主
で
あ
り
、
河
津
町
飲
食
店
組
合

組
合
長
と
し
て
も
、
活
躍
し
て
い
る
平

野
昭
雄
さ
ん
。
町
商
工
会
の
事
業
を
始

め
、
河
津
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
の
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

河
津
に
帰
っ
て
き
て
、
実
家
の
お
店

を
継
ぎ
、
ま
も
な
く
そ
の
人
柄
か
ら
副

組
合
長
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
組

合
長
に
。
組
合
長
と
し
て
忙
し
く
活
動

す
る
反
面
、
苦
労
も
多
い
そ
う
で
す
。

町
商
工
会
で
行
っ
た
『
河
津
グ
ル
メ

＆
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
も
関

わ
り
、
河
津
で
生
産
さ
れ
た
わ
さ
び
を

使
っ
た
７
品
目
の
『
泣
け
る
グ
ル
メ
』

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と

作
り
上
げ
ま
し
た
。
地
域
特
産
の
素
材

全国ふるさと甲子園にて

を
使
用
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
メ
ン
バ
ー
で
何
回
も
集
ま
り
、
議

論
と
試
行
錯
誤
を
経
て
作
り
上
げ
た
そ

う
で
す
。

現
在
、
わ
さ
び
を
活
用
し
た
ご
当
地

グ
ル
メ
『
泣
け
る
グ
ル
メ
』
の
定
着
化

と
販
路
の
拡
大
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、『
河
津
わ
さ
び
で
泣

か
せ
隊
』
と
し
て
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
『
全
国
ふ
る
さ
と
甲

子
園
』
に
参
加
し
、
見
事
に
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
グ

ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。

平
野
さ
ん
の
お
店
で
も
『
河
津
鮎
泣

き
そ
ば
』
と
『
河
津
泣
き
め
し
』
を
お

客
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、『
泣
け
る
グ

ル
メ
』
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。


